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●渡内地区では、令和４年度（2022 年度）に地域の将来像「わたうち将来ビジョン」
を策定し、その実現に向けて様々な活動を展開しています。 

●令和６年度（2024 年度）からは、地域課題の解決や活力の創出につながる取組を行
うための活動拠点のあり方を検討していきます。 

●第１回は６月 20 日（木）に開催し、公共施設等総合管理計画や、渡内の地域密着型
施設の状況及び拠点のあり方等について、市から説明しました。（参加者９名） 

●第２回は８月 30日（金）に開催しました。（参加者１３名）引続き、地域の合意形成
を積み重ねながら検討を進めます。 

公民館・児童館・敬老の家の「良い点・気になる点」を洗い出し！ 

●渡内地区にある地域密着型施設（公民館・児童館・敬老の家）について、地域住民のほ
か、施設利用者や運営者など様々な視点から、「良い点・気になる点」等について、意
見を出し合いました。（◎良い点、▲気になる点） 

公民館 児童館 

立地 

アクセス 

◎駐車場が広い 

▲周辺道路がせまい 

▲場所が分かりにくい 

▲駐車場の入口が狭く勾配がある 

立地 

アクセス 

▲駐車場がない 

▲場所が分かりにくい 

利用・ 

活用 

◎避難可能箇所となっている 

◎小学生の利用が多い 

◎子どもの居場所（遊び場）とし

て大切 

◎乳幼児や保護者が自由に遊べ

るキッズルームが喜ばれている 

▲中高生になると行きにくいイメ

ージがある 

利用・ 

活用 

◎避難可能箇所となっている 

◎若い世代のサークル利用がある 

▲利用方法が分かりにくい 

▲バスケットボールやバレーボール

はできない 

ハード面 
◎公民館の一部改修でもよい 

▲階段しかなく、高齢者には大変 
ハード面 

▲老朽化が進み修理箇所が多い 

▲階段が多く、安全面で不安 
 

敬老の家 

立地 

アクセス 

▲周辺道路の交通量が多い 

▲駐車場がない 

利用・ 

活用 

◎校区外の人も利用できる 

◎無料で使える（事前予約が必要） 

▲管理協力員に鍵を借りる必要が

あり、気軽に利用できない 

ハード 

▲集約化・複合化後の荒尾住宅町

内会の集会施設のあり方が気に

なる 

 

地域の活動拠点のあり方を考えます！ 

連 絡 先：東海市市民協働課    電話：052-603-2211                Email 
0562-33-1111（内線 152、156）   chiiki@city.tokai.lg.jp 

本取組に関するご質問等は下記までお問い合わせ下さい 


